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治りにくいがんを 
先端科学技術の融合で 

カゼのように気軽に治す。 

体の奥深くで 
呼吸などで動いているがんも 

止まっているかのような精度（±1mm）で 
目に見えない放射線で 

知らないうちに治す方法を開発する。 

【私のがん治療の夢】 

1 

【私の研究のテーマ】 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
白土先生のひととなり、想いを伝え、そのために、どういうことをしてきたか、実績、ＦＩＲＳＴで何を行ってきたか



がんの動きの基礎研究 

体の中でのがんの動き 

呼吸、心拍動、腸の動き・・・ 

１．抑えられない、感情などで変わる  

２．外から見えない 
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